
 

 

 

 

 

二学期スタート   

長い夏休みが終わりました。夏休み期間中には、計画的に宿題を進

めたり、規則正しい生活を送ったりすることはできたでしょうか。夏

休み中には、水難事故や熱中症による事故のニュースを耳にしまし

たが、南小の子どもたちが大きな事故に遭うこともなく、夏休みを過

ごしてくれたことが何よりでした。夏休みの間、ご家庭や地域で事故

防止や健全な生活に配慮していただき、ありがとうございました。  

 さて、２学期がスタートしました。２学期はじっくり勉強できる季節です。また、

運動会や陸上記録教室などの体育行事もあります。充実した学校生活を送る中で、子

どもたちが自分の目標に向けて、少しずつ成長していけるように職員一同頑張って

取り組んでいきたいと考えています。今学期もよろしくお願いします。  

 

熱中症防止に向けた対応について 
連日の猛暑が続く中で学校生活が始まりました。保護者の皆様と協力しながら、熱中症

に十分に気をつけながら学校の教育活動を進めてまいります。なお、学校では、熱中症の

防止に向けて、以下のことを心がけていきたいと思います。  

《2学期以降の熱中症対策について》 

〇活動前、活動中、活動後の児童の健康状態の確認、把握を確実に行っていきます。  

〇児童の健康状態に応じて、活動を止めたり、活動時間、活動内容等を見直したりす

るなど適切に対応していきます。  

〇WBGT計による暑さ指数の計測を正しく行い、熱中症マニュアルの基準を目安に活

動の判断をしていきます。WBGTが３１℃以上の場合は、原則運動を中止にします。  

〇活動中は、小まめに休憩、給水を行っていきます。給水は、各自の「喉のかわき」

に応じて自由な飲水ができるようにします。  

〇屋外や運動時等、熱中症のリスクが高い状況下においては、マスクを外すよう指導

をしていきます。  

《熱中症警戒アラートが発令された場合の対応について》  

〇熱中症警戒アラートが発令された場合は、熱中症リスクが極め

て高いことを十分に認識し、全職員が警戒意識を高く持ち対応し

ていきます。  

〇体育の授業など、運動を行う活動については、上記に示した対

策を十分に講じた上で実施についての判断をしていきます。  
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